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平成24年度　国際開発工学実験B　名簿

学籍番号 名　　前 学籍番号 名　　前

07_04050 内山 創一 10_06016 片桐 隆介

10_08593 高 健太 （コウ） 10_09842 齋藤 亘

10_08601 康 書陽　☆ 10_11431 島原 森

10_11550 志村 恭平 10_15305 チュン バン ユン

1班 10_15328 チョウ カツシ 3班 10_15446 チン ヨウ　☆

10_17333 中村 淳一郎 10_18887 服部 舜也

10_25829 吉田 祐麻 10_20045 フ カンタツ

10_01958 市村 優明 10_25210 山本 周

学籍番号 名　　前 学籍番号 名　　前

09_02180 一木 拓也 09_21527 前田 紳太郎

10_00976 易 成 10_07323 神原 雅宏

10_07837 許 正航 10_12991 石 振強

10_07895 金 填盛 10_13246 祖田 真志　☆

2班 10_13832 高松 貴大 4班 10_15311 張 逸群

10_20039 閔 天楊 10_15417 陳 高超

10_22713 三井 智章　☆ 10_18700 長谷川 博信

10_19697 日比生 拓也 10_22133 松本 光希

☆：班長
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テーマ別スタッフ情報 

 

テーマＡ 

集合場所：南６号館１Ｆ１０５号室 

大即信明 教授     otsuki.n.aa@m.titech.ac.jp，内線 2594 

西田孝弘 助教     nishida@ide.titech.ac.jp，  内線2594 

小原弘毅 Ｍ２   ohara.h.ab@m.titech.ac.jp，  内線2594 

 

テーマＢ 

集合場所：石川台４号館地階Ｂ０２号室 

日野出洋文 教授    hinode@ide.titech.ac.jp，  内線3320 

サリム・クリス 助教  salim.c.aa@m.titech.ac.jp，  内線3245 

Phuong Thi Ngoc Nguyen  

日野出研Ｄ２ kittydlsu@gmail.com，  内線3245 

王 文静 日野出研Ｂ４ mglydxyn@126.com，   内線3245 

 

テーマＣ 

集合場所：石川台４号館２Ｆ２０５号室 

高橋邦夫 准教授    takahak@ide.titech.ac.jp，  内線3915 

へムタビー パソムポーン 助教 

pasomphone@ide.titech.ac.jp，内線 3689 

秋田大輔 助教     akita@ide.titech.ac.jp，  内線2767 

江村和仁 高橋研Ｍ１  emura.k.aa@m.titech.ac.jp，  内線3689 

 

テーマＤ 

集合場所：南６号館ＩＤＥラウンジ計算機室 

山下幸彦 准教授    yamasita@ide.titech.ac.jp，  内線3497 

金 柱源 山下研Ｍ１  kim.j.ag@m.titech.ac.jp，  内線3497 

 

mailto:otsuki.n.aa@m.titech.ac.jp
mailto:nishida@ide.titech.ac.jp
mailto:ohara.h.ab@m.titech.ac.jp
mailto:hinode@ide.titech.ac.jp
mailto:salim.c.aa@m.titech.ac.jp
mailto:kittydlsu@gmail.com
mailto:mglydxyn@126.com
mailto:takahak@ide.titech.ac.jp
mailto:pasomphone@ide.titech.ac.jp
mailto:akita@ide.titech.ac.jp
mailto:emura.k.aa@m.titech.ac.jp
mailto:yamasita@ide.titech.ac.jp
mailto:kim.j.ag@m.titech.ac.jp
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採点基準 

 

前試問（10点満点） 

０点：無断欠席，レポートなし． 

１～２点：全ての質問に答えられない．レポート不十分． 

３～４点：質問にほとんど答えられない．部分的な正解が多少ある．レポート多少正解． 

５～６点：質問にいくらか答え，正しく説明することがある．レポートそれそこ正解． 

７～８点：概ね質問に答えられ，正しく説明することが多い．レポートほぼ正解． 

９～１０点：全ての質問に対して完全に正解を答える．レポート全て正解． 

 

実験（20点満点） 

０点：無断欠席． 

１～４点：居るだけで何もしない． 

５～８点：多少の作業はするが消極的である． 

９～１２点：積極的な面も多少あるが，部分的な作業のみをやる． 

１３～１６点：複数の作業に積極的に参加している． 

１７点～２０点：全ての作業に積極的に参加し，リーダーシップを取っている． 

 

後試問（30点満点） 

０点：無断欠席． 

１～６点：全ての質問に答えられない． 

７～１２点：質問にほとんど答えられない．部分的な正解が多少ある． 

１２～１８点：質問にいくらか答え，正しく説明することがある． 

１９～２４点：ほぼ全ての質問に答え，正しく説明することが多い． 

２５～３０点：全ての質問に対して完璧に正解を答える． 

 

レポート（40点満点） 

０点：提出しない． 

１～８点：全ての記述が不正確である． 

９～１６点：部分的には正しく記述されているが，全般的に不正確な点が多い． 

１７～２４点：正しい記述が多いが，考察が不十分な点も多くある． 

２５～３２点：全般的に正しい記述であるが，考察が不十分な点が少々ある． 

３３～４０点：全般的に正しく，考察も論理的にしっかりと記述されている． 
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平成24年度　国際開発実験B　採点表

　＊前試問：１０点満点，実験：２０点満点，後試問：３０点満点，レポート：４０点満点

名　前 前 実 後 レ 計 前 実 後 レ 計 前 実 後 レ 計 前 実 後 レ 計

1班 内山 創一

高 健太

康 書陽　☆

志村 恭平

チョウ カツシ

中村 淳一郎

吉田 祐麻

市村 優明

2班 一木 拓也

易 成

許 正航

金 填盛

高松 貴大

閔 天楊

　 三井 智章　☆

日比生 拓也

3班 片桐 隆介

齋藤 亘

島原 森

チュン バン ユン

チン ヨウ　☆

服部 舜也

フ カンタツ

山本 周

4班 前田 紳太郎

神原 雅宏

石 振強

祖田 真志　☆

張 逸群

陳 高超

長谷川 博信

松本 光希

テーマＡ　アレニウス則の理論と実際「鋼材の腐食」

テーマＢ　固体粉末の分析

テーマＣ　アクチュエータの制御

テーマＤ　線形システムと画像処理への応用

テーマDテーマA テーマB テーマC
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一般的注意事項 

 

１．手順 

 

 （１）前試問 

  実験の目的、内容等について必ず予習すること。前試問のレポートは各自作成し、事前に班

長が全員分のレポートをまとめて前半週の始め（13:20）に担当教員に提出すること。なお予

習が不十分と判断された学生は、実験を行うことができない。 

 

（２）実験 

  実験は午後1時20分以前に（可能な限り早く）テーマ毎の指定場所に集合し（絶対厳守）、

出欠の確認後に開始する。なお、正当な理由なく遅刻した者は、実験を行うことができない。 

 実験の終了時には、実験経過、およびすぐにその場で整理できる一部の実験結果について教

員に報告を行い、確認を取ったのちに終了すること。 

  なお、班長は班員の連絡先（電話番号など）を把握しておくこと。班員は病気などで休む場

合には必ず班長に連絡すること。班長に連絡が取れない場合には、直接、教員またはTAに連絡

すること。 

 

（３）後試問 

  実験結果の整理の仕方や後試問までの準備については、前半週で担当教員の説明を聞いて指

示しに従うこと。テーマにより、進め方が異なる。後試問の際に指摘された事項を反映させた

最終的なレポートの再提出は、翌週金曜日の１３：２０までとする。 
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２．レポート作成における注意事項 

 

１）提出するレポートはA4版とし、班番号、日付、実験項目、学籍番号、名前を書いた表紙を

必ず付けること。 

２）実験装置、方法の細部は簡略化してよい。ただし、どのような条件で実験を行ったかわか

るように記述し、基本データをまとめること。 

３）有効数字についてよく考えてデータ整理を行う。 

４）実験データをならべるだけでなく、結果の見解、解釈、考察を明確にする。 

５）実験データの整理の際に、数字だけでなく、図や表の作成も行う。図・表は順に番号をつ

け、タイトルと説明を記述すること。なお、図については図の下、表については表の上に

記述するのが一般的である。 

６）データの単位、グラフの座標などを忘れずに記入する。 

７）単位系（ＳＩ、工学単位、ＭＫＳ、ＣＧＳなど）の区別をはっきりさせる。特に、圧力、

密度や力を用いる際には十分注意する。 

８）データは予めデータ用紙を作成し、実験時に順次記入しておく。できれば同時に図にして

みると良い。データがおかしい場合、容易に発見できるし、現象を解釈しながら実験する

ことにも役立つ。 

９）ノートの裏に書き込み、後で清書するのは時間の無駄であるばかりか、間違える恐れがあ

る。データ整理の際に必要な対数用紙、トレーシングペーパーはこちらで準備するがそれ

以外については各班で用意しておくこと。 

   注）採点時には、４）を重視する 

 

３．評価 

学生実験の採点は班ごとではなく、前試問、実験態度、後試問、レポートの成績に基づいて

各学生に対して行う。実験、データ整理、レポート作成それぞれに各人が他人まかせにする

ことなく積極的に参加すること。また、実験を一週分でも行わなかった場合には最終的に不

合格とする。 

 

４．その他 

１）実験室、あるいは研究室内には、教員、大学院生、４年生が実験で使用している機材があ

り、その中には危険、または高価なものがあるので、自分の実験に必要のないものには絶

対手に触れないこと。 

２）実験中に機器の不調などがあった場合には、教員に報告すること。 

３）実験中に現象をよく観察するように、全員で心掛けること。手分けして実験を早く終わら

せることのみに精力を注ぐのでは、実験の面白さは分からない。 

４）実験に適した服装をすること。サンダルの着用及び喫煙、飲食は禁止。 
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スケジュールと実験の概要 

 

＜スケジュール＞ 

 

 

 

 

 

 

 

*1 10/3は水曜日だが金曜授業 

*2 11/21は水曜日だが金曜授業 

 

＜講義の概要＞  

国際開発において必須と考えられる４つのテーマについて実験・後諮問を通じて、計測技術の取得、

物理現象の本質的理解、考察力の向上、を目指す。午後の２コマ連続とする。 

 

１，テーマＡ0 アレニウス則の理論と実際「鋼材の腐食」 前諮問・実験 

２，テーマＡ0 アレニウス則の理論と実際「鋼材の腐食」 実験・後諮問 

３，テーマＢ0 固体粉末の分析             前試問・実験 

４，テーマＢ1 固体粉末の分析             実験・結果の整理・後試問 

５，テーマＣ0 アクチュエータの制御   前試問・実験 

６，テーマＣ1 アクチュエータの制御   後試問 

７，テーマＤ0 線形システムと画像処理への応用  前試問・実験 

８，テーマＤ1 線形システムと画像処理への応用  実験・結果の整理・後試問 

 

テーマＡ アレニウス則の理論と実際「鋼材の腐食」 （大即・西田） 

(1) 目的：試験体を室温および 40℃の環境に暴露し，それぞれの材料の電気化学的特性や腐食状態

を調べ，温度が鋼材の腐食に及ぼす影響に関してレポートを作成する． 

(2) 対象：鉄筋を埋設したモルタル，普通鋼材，ステンレス鋼材 

(3) 測定項目：分極抵抗，液抵抗，自然電位，腐食状況の観察 

(4) 講義との関連性：Resources and Waste Utilization for Environment等 

 

テーマＢ 固体粉末の分析（日野出・サリム） 

(1) 目的：身近にある様々粉末を、各種分析装置により性質を分析することにより、それらの成分

組成、特徴、性状等について学ぶ。合わせてこれらの分析方法を習得する。 

(2) 対象: 身近な固体粉末 

 10/3 *1 10/12 10/19 10/26 11/2 11/9 11/16 11/21 *2 

１班 Ａ０ Ａ１ Ｂ０ Ｂ１ Ｃ０ Ｃ１ Ｄ０ Ｄ１ 

２班 Ｂ０ Ｂ１ Ｃ０ Ｃ１ Ｄ０ Ｄ１ Ａ０ Ａ１ 

３班 Ｃ０ Ｃ１ Ｄ０ Ｄ１ Ａ０ Ａ１ Ｂ０ Ｂ１ 

４班 Ｄ０ Ｄ１ Ａ０ Ａ１ Ｂ０ Ｂ１ Ｃ０ Ｃ１ 
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 試料 1．組成が同一：酸化チタン（a : アナターゼ、b : ルチル、c : ブルッカイト） 

 試料 2．主成分が同じである：a : シュウ酸カルシウム、b : 炭酸カルシウム、c : 水酸化カル

シウム 

(3) 測定項目: 測定項目：走査型電子顕微鏡 (SEM)、エネルギー分散型蛍光エックス分析 (EDS)、

粉末エックス線回折 (XRD)、熱重量分析 (TG-DTA)  

(4) 関連する授業：材料工学Ⅰ、熱力学、工学計測Ⅰ 

 

テーマＣ アクチュエータの制御（高橋・ヘムタビー・秋田） 

(1) 目的：小型 DC モータとアナログ PID 制御をとりあげ，倒立振り子の制御実験を通じて，制御

機能の基本要素であるメカニズム，信号検出及び制御を学ぶ． 

(2) 対象：台車型倒立振り子の制御． 

(3) 測定項目：アナログ OPアンプ回路により構成される PID制御の比例要素，擬似微分要素，積分

要素のゲイン調整時にそれぞれの要素の波形をオシロスコープで測定する． 

振り子を倒立制御するときの制御量の時間応答をオシロスコープにより測定する． 

 

テーマＤ 線形システムと画像処理への応用（山下） 

(1) 目的：離散フーリエ変換，高速フーリエ変換の原理を理解し，離散フーリエ変換のプログラム

を作成する。また，Web カメラから画像を取得し，ウィーナーフィルタによって，劣化した画像の

復元処理を行うことにより，線形システムの応用に関して理解する。 

(2) 対象：Webカメラから取得する画像 

(3) 測定項目：初めに，離散フーリエ変換の Javaプログラムを作成する。そのプログラムを使って，

各種１次元信号を変換する共に，用意した高速フーリエ変換のプログラムと計算速度を比較する。

また，畳み込み計算を直接計算するプログラムと離散フーリエ変換を使って計算するプログラムを

作成する。そして，Java Media Framework のライブラリーを使って，Web カメラから画像を取得し，

画像処理を行う。具体的には，Web カメラからわざと焦点が合っていない画像を取得し，最小 2 乗

誤差推定を行うウィーナーフィルタによって，ボケた画像を復元する実験を行う。 
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＜メモ＞ 

 

 


